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2広報なんたん12月号

南
丹
市
20
年
の
歩
み

平
成
18
年
1
月
1
日
、
旧
園
部
町
・
旧
八
木
町
・
旧
日
吉
町
・
旧
美
山
町
の
4
町
が
合
併
し
、「
南
丹
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
令
和
8
年
1
月
1
日
、
南
丹
市
は
市
制
施
行
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
４
年
ず
つ
全
５
回
に
わ
た
り
、
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
特
集
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

２
月
６
日

南
丹
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
現
職
13
人
、
新
人
７
人

が
当
選

10
日

南
丹
市
移
住
者
住
宅
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
関
す

る
協
定
締
結
式
①

17
日

南
丹
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携
に
関

す
る
協
定
締
結
式
②

３
月
19
日

Ｊ
Ｒ
八
木
駅
自
由
通
路
西
口
使
い
始
め
式
③

４
月
１
日

「
株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
」が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
関

連
業
務
の
新
た
な
指
定
管
理
者
に

南
丹
市
文
化
観
光
大
使
に
９
人
を
任
命

10
日

南
丹
市
長
選
挙
…
西
村
良
平
市
長
が
再
選

14
日

園
部
た
ん
ぽ
ぽ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式
④

10
月
４
日

京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
設
立
40
周
年
記
念
式
典

11
日

道
端
カ
レ
ン
さ
ん
が
南
丹
警
察
署
の
一
日
署
長
に
⑤

13
日

南
丹
市
・
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
公
用
車
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
デ
ー
タ
提
供
に
関
す
る
調
印
式
⑥

12
月
18
日

石
川
佳
純
47
都
道
府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
㏌
京
都
南
丹
市

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

２
月
15
日

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
減
便
措
置
の
早
期
復
元
・
西
日
本
Ｊ
Ｒ

バ
ス
園
福
線
の
存
続 

総
決
起
集
会

３
月
16
日

一
般
国
道
４
７
７
号
夢
き
ぼ
う
橋
渡
り
初
め
会
⑦

26
日

南
丹
市
美
山
山
村
留
学
閉
所
式
⑧

４
月
１
日

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を「
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
」に
移
管
し
、
完

全
民
営
化
で
再
ス
タ
ー
ト

３
日

大
手
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
を
開
始

７
月
14
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村
開
業
20
周
年
記
念
式
典
⑨

31
日

湖
池
屋
と
南
丹
市
の
コ
ラ
ボ
商
品「
プ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
京
都 

柚
子
七
味
」が
発
売

８
月
４
日

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
㏌
京
都
丹
波
」基
本
構
想
懇
談

会
初
会
合

９
月
16
日

O
N
E 

N
A
N
T
A
N 

C
I
N
E
M
A 

F
E
S
T
A

「
唄
う
六
人
の
女
」先
行
上
映
会
⑩

24
日

丹
波
梅
若
能
…
日
吉
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
能
の
名
門
・

梅
若
家
が
数
百
年
ぶ
り
の
里
帰
り
公
演
を
実
施
⑪

10
月
９
日

中
央
庁
舎
竣
工
式（
16
日
か
ら
業
務
開
始
）⑫

14
日

淇
陽
学
校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典

21
日

バ
イ
オ
ガ
ス
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
㏌
京
都
・
南
丹
市
八
木

28
日

胡
麻
郷
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

11
月
１
日

八
木
町
観
光
協
会
が
南
丹
市
教
育
委
員
会
に
漫
画
冊
子

「
清
源
寺
の
木
喰
さ
ん
」を
贈
呈

3

2

6

5

14



3 広報なんたん12月号

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

２
月
６
日

南
丹
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
現
職
13
人
、
新
人
７
人

が
当
選

10
日

南
丹
市
移
住
者
住
宅
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
関
す

る
協
定
締
結
式
①

17
日

南
丹
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携
に
関

す
る
協
定
締
結
式
②

３
月
19
日

Ｊ
Ｒ
八
木
駅
自
由
通
路
西
口
使
い
始
め
式
③

４
月
１
日

「
株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
」が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
関

連
業
務
の
新
た
な
指
定
管
理
者
に

南
丹
市
文
化
観
光
大
使
に
９
人
を
任
命

10
日

南
丹
市
長
選
挙
…
西
村
良
平
市
長
が
再
選

14
日

園
部
た
ん
ぽ
ぽ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式
④

10
月
４
日

京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
設
立
40
周
年
記
念
式
典

11
日

道
端
カ
レ
ン
さ
ん
が
南
丹
警
察
署
の
一
日
署
長
に
⑤

13
日

南
丹
市
・
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
公
用
車
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
デ
ー
タ
提
供
に
関
す
る
調
印
式
⑥

12
月
18
日

石
川
佳
純
47
都
道
府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
㏌
京
都
南
丹
市

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

２
月
15
日

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
減
便
措
置
の
早
期
復
元
・
西
日
本
Ｊ
Ｒ

バ
ス
園
福
線
の
存
続 

総
決
起
集
会

３
月
16
日

一
般
国
道
４
７
７
号
夢
き
ぼ
う
橋
渡
り
初
め
会
⑦

26
日

南
丹
市
美
山
山
村
留
学
閉
所
式
⑧

４
月
１
日

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を「
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
」に
移
管
し
、
完

全
民
営
化
で
再
ス
タ
ー
ト

３
日

大
手
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
を
開
始

７
月
14
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村
開
業
20
周
年
記
念
式
典
⑨

31
日

湖
池
屋
と
南
丹
市
の
コ
ラ
ボ
商
品「
プ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
京
都 

柚
子
七
味
」が
発
売

８
月
４
日

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
㏌
京
都
丹
波
」基
本
構
想
懇
談

会
初
会
合

９
月
16
日

O
N
E 

N
A
N
T
A
N 

C
I
N
E
M
A 
F
E
S
T
A

「
唄
う
六
人
の
女
」先
行
上
映
会
⑩

24
日

丹
波
梅
若
能
…
日
吉
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
能
の
名
門
・

梅
若
家
が
数
百
年
ぶ
り
の
里
帰
り
公
演
を
実
施
⑪

10
月
９
日

中
央
庁
舎
竣
工
式（
16
日
か
ら
業
務
開
始
）⑫

14
日

淇
陽
学
校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典

21
日

バ
イ
オ
ガ
ス
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
㏌
京
都
・
南
丹
市
八
木

28
日

胡
麻
郷
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

11
月
１
日

八
木
町
観
光
協
会
が
南
丹
市
教
育
委
員
会
に
漫
画
冊
子

「
清
源
寺
の
木
喰
さ
ん
」を
贈
呈

91112

810

7



4広報なんたん12月号

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

２
月
３
日

宝
く
じ
文
化
公
演 

歌
園
迎
賓
館
①

３
月
27
日

八
木
せ
き
れ
い
西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式

４
月
１
日

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
ｓ
ｕ
ｉ（
ス
イ
）開
設

路
線
バ
ス「
園
福
線
」出
発
式
…
３
月
31
日
に
西
日
本

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
が
撤
退
し
た
が
、
４
月

１
日
よ
り
有
限
会
社
中
京
交
通
及
び
京
都
交
通
株
式
会

社
が
運
行
②

13
日

南
丹
市
八
木
神
吉
地
区
自
治
振
興
会
館
竣
工
式

５
月
18
日

八
木
駅
新
駅
舎
３
周
年
記
念
式
典
…
ヤ
ギ
の
レ
オ
ン
君

が
新
駅
長
に
任
命
③

６
月
18
日

災
害
時
に
お
け
る
手
話
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
に
関
す
る

協
定
調
印
式

７
月
８
日

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
リ「
メ
ル
カ
リ
」に
不
用
品
出

品
開
始
④

10
月
19
日

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

11
月
21
日

観
光
案
内
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
贈
呈
式
…
園
部
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
及
び
園
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈
⑤

24
日

ク
ア
ス
ポ
祭
り
〜
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
健
康

ウ
ォ
ー
ク
〜
⑥

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

１
月
25
日

第
１
回
南
丹
市
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
⑦

２
月
21
日

第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
㏌
京
都
丹
波
実
行
委
員

会
設
立
会
議

３
月
１
日

「
甘
神
さ
ん
ち
の
縁
結
び
」ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
～
30
日
）

21
日

南
丹
市
観
光
協
会
設
立
総
会

24
日

南
丹
大
野
虹
の
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
引
き
渡
し
式

４
月
17
日

南
丹
市
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
並
び
に
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式

24
日

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
京
都
る
り
渓
温
泉
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
⑧

５
月
３
日

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
加
盟
セ
レ
モ
ニ
ー

４
日

新
庄
城
跡
へ
の
新
登
山
道
ル
ー
ト
開
通
式
典
⑨

28
日

園
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

地
域
連
携
協
定
締
結
式

７
月
１
日

京
都
労
働
局
と
の「
南
丹
市
雇
用
対
策
協
定
締
結
式
」

23
日

日
吉
ダ
ム
貯
蔵
酒
入
庫
式

８
月
20
日

園
部
町
農
業
公
社「
精
米
施
設
竣
工
式
」⑩

９
月
17
日

京
都
丹
波
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
の
お
披
露
目
⑪

10
月
10
日

丹
波
梅
若
の
道
・
道
標
設
置
披
露
式
典

12
月
２
日

遊 

ｙ
ｏ
ｕ 

ひ
よ
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

6

5

23

1

4



5 広報なんたん12月号

11

9

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

２
月
３
日

宝
く
じ
文
化
公
演 

歌
園
迎
賓
館
①

３
月
27
日

八
木
せ
き
れ
い
西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式

４
月
１
日

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
ｓ
ｕ
ｉ（
ス
イ
）開
設

路
線
バ
ス「
園
福
線
」出
発
式
…
３
月
31
日
に
西
日
本

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
が
撤
退
し
た
が
、
４
月

１
日
よ
り
有
限
会
社
中
京
交
通
及
び
京
都
交
通
株
式
会

社
が
運
行
②

13
日

南
丹
市
八
木
神
吉
地
区
自
治
振
興
会
館
竣
工
式

５
月
18
日

八
木
駅
新
駅
舎
３
周
年
記
念
式
典
…
ヤ
ギ
の
レ
オ
ン
君

が
新
駅
長
に
任
命
③

６
月
18
日

災
害
時
に
お
け
る
手
話
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
に
関
す
る

協
定
調
印
式

７
月
８
日

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
リ「
メ
ル
カ
リ
」に
不
用
品
出

品
開
始
④

10
月
19
日

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

11
月
21
日

観
光
案
内
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
贈
呈
式
…
園
部
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
及
び
園
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈
⑤

24
日

ク
ア
ス
ポ
祭
り
〜
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
健
康

ウ
ォ
ー
ク
〜
⑥

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

１
月
25
日

第
１
回
南
丹
市
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
⑦

２
月
21
日

第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
㏌
京
都
丹
波
実
行
委
員

会
設
立
会
議

３
月
１
日

「
甘
神
さ
ん
ち
の
縁
結
び
」ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
～
30
日
）

21
日

南
丹
市
観
光
協
会
設
立
総
会

24
日

南
丹
大
野
虹
の
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
引
き
渡
し
式

４
月
17
日

南
丹
市
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
並
び
に
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式

24
日

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
京
都
る
り
渓
温
泉
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
⑧

５
月
３
日

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
加
盟
セ
レ
モ
ニ
ー

４
日

新
庄
城
跡
へ
の
新
登
山
道
ル
ー
ト
開
通
式
典
⑨

28
日

園
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

地
域
連
携
協
定
締
結
式

７
月
１
日

京
都
労
働
局
と
の「
南
丹
市
雇
用
対
策
協
定
締
結
式
」

23
日

日
吉
ダ
ム
貯
蔵
酒
入
庫
式

８
月
20
日

園
部
町
農
業
公
社「
精
米
施
設
竣
工
式
」⑩

９
月
17
日

京
都
丹
波
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
の
お
披
露
目
⑪

10
月
10
日

丹
波
梅
若
の
道
・
道
標
設
置
披
露
式
典

12
月
２
日

遊 

ｙ
ｏ
ｕ 

ひ
よ
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10

8

7
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決
算

令
和
6
年
度

決
算
報
告

皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
６
年
度（
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
）の
決
算

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

　

令
和
６
年
度
は
、「
南
丹
市
を
も
っ

と
元
気
に
！
地
域
の
個
性
を
生
か
し
希

望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、

人
口
減
少
の
幅
を
極
力
抑
え
、
地
域
の

将
来
に
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
定
住
促
進
事
業
や
子

育
て
環
境
の
充
実
、
教
育
施
設
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
収
入
が
減
少
し
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
更

な
る
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
２
８
１
億
２
６
１
８
万
円
、

歳
出
総
額
２
７
０
億
６
３
１
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額

は
10
億
６
３
０
７
万
円
で
、
こ
の
う

ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
億
３
８
４
８
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
９
億
２
４
５
８
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
で
は
、
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
今
後
も
事
務
事
業
な

ど
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、
長

期
的
に
安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算

　

特
別
会
計
と
は
、
特
別
な
事
業
を

行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
い

る
会
計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補

助
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経

費
は
受
益
者（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
方
）が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

南
丹
市
に
は
４
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
令
和
６
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の

決
算
状
況
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営

す
る
水
道
・
病
院
な
ど
、
自
治
体
が

住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
設
置
し
、

経
営
す
る
企
業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。

　

南
丹
市
は
水
道
及
び
下
水
道
事
業

を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
状
況

は
右
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

都市計画税
項 目 事業費 充当額

都 市 計 画 事 業 1億987万円 2,581万円

都市計画事業に充当 
し た 地 方 債 償 還 額 3億9,865万円 2,916万円

下水道事業会計繰出金 7億248万円 5,138万円

合　計 12億1,101万円 1億635万円

入湯税
項 目 事業費 充当額

観 光 交 流 関 連 施 設 
管 理 運 営 費 3,804万円 814万円

合　計 3,804万円 814万円

地方消費税交付金
項 目 事業費 充当額

社 会 福 祉 29億4,715万円 2億3,241万円

社 会 保 険 11億1,529万円 1億6,064万円

保 健 衛 生 2億6,393万円 3,997万円

合　計 43億2,637万円 4億3,302万円

歳入 歳出 差引

国 民 健 康 保 険 事
業（ 事 業 勘 定 ） 33億4,930万円 33億803万円 4,127万円

国 民 健 康 保 険 事
業（ 直 診 勘 定 ） 1億6,640万円 1億6,640万円 0円

介 護 保 険 事 業 44億7,450万円 43億1,239万円 1億6,211万円

土 地 取 得 事 業 38万円 38万円 0円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 6億4,155万円 6億2,816万円 1,339万円

水道事業会計　　歳入 歳出 差引

（ 収 益 的 収 支） 9億9,915万円 9億3,759万円 6,156万円

（ 資 本 的 収 支） 2億7,595万円 7億3,908万円 ▲ 4億6,313万円

下水道事業会計
（ 収 益 的 収 支） 24億9,298万円 23億3,988万円 1億5,310万円

（ 資 本 的 収 支） 11億7,023万円 18億3,178万円 ▲ 6億6,155万円

目的税等の使途状況 特別会計

公営企業会計

※�各項目で表示している数値については、単位未満を四捨五入し
ています。
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281　 2,618281億 2,618万円

自主財源（35.9％）
依存財源（64.1％）

一般会計の歳入

一般会計の歳出

市税
42億1,060万円

繰入金
35億1,068万円

その他（財産収入、寄付金、繰越金）
15億8,433万円

諸収入 5億7,696万円

使用料及び手数料 1億5,033万円
分担金及び負担金 5,712万円

地方譲与税、交付金
15億3,117万円

府支出金 16億8,548万円

市債
20億3,530万円 

国庫支出金
29億5,163万円

地方交付税
98億3,258万円

総務費
82億3,894万円

民生費
67億2,696万円

公債費
30億5,390万円土木費

24億6,177万円

衛生費
20億3,603万円教育費 18億1,721万円

農林水産業費 11億6,713万円

消防費 11億939万円

商工費 2億1,594万円

議会費 2億293万円
労働費 841万円

災害復旧費 2,450万円

270　 6,311270億 6,311万円

市
債
の
状
況

市
債
の
状
況

　

一
般
会
計
で
は
、
市
債
の
新

規
発
行
抑
制
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
９
億
５
０
３
３
万
円
減
の

１
９
６
億
９
８
１
０
万
円
、
特

別
会
計
で
は
新
規
発
行
に
よ
り

１
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
公

営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
対
前

年
度
比
９
億
７
１
５
１
万
円
減
の

１
７
０
億
６
７
８
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
等

健
全
化
判
断
比
率
等

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
決
算

に
基
づ
い
て
健
全
化
判
断
比
率
な

ど
を
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
早
期
健

全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度

特別会計一般会計 公営企業会計

0 0 2 

19,283 

21,352 

18,039 

20,648 19,698 

17,068 

（百万円）健全化判断比率
（%） 南丹市 早期健全化 

基準
財政再生 

基準
実質赤字比率 － 12.86 20.00

連結実質赤字比率 － 17.86 30.00

実質公債費比率 13.2 25.0 35.0

将来負担比率 46.8 350.0

資金不足比率（%） 南丹市 経営健全化 
基準

水道事業会計 
下水道事業会計 － 20.0
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収入済額
118億6,469万円

収入率
40.9％

歳入歳出

支出済額
102億6,223万円

支出率
35.4％

予
算

令
和
7
年
度
上
半
期

予
算
の
執
行
状
況

皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
7
年
度
上
半
期（
令

和
7
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
9
月
30
日
）

ま
で
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
９
月
末
現
在
の
一
般

会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
分
を
含
め
、
歳
入
歳
出
と

も
に
、
２
９
０
億
２
６
６
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
済
額
は
、
市
税
や
府
支

出
金
が
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
同

期
比
４
億
３
７
８
０
万
円
減
の

１
１
８
億
６
４
６
９
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
支
出
済
額
は
、
総
務
費
や
消
防

費
な
ど
の
減
少
が
あ
る
も
の
の
、

教
育
費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
同

期
比
６
億
８
８
０
２
万
円
増
の

１
０
２
億
６
２
２
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一般会計一般会計  予算額  290290 億 2,6692,669 万円

予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業（事業勘定） 37億7,842万円 13億4,164万円 11億8,541万円

国民健康保険事業（直診勘定） 2億7,872万円 2,951万円 6,712万円

介護保険事業 44億6,564万円 18億9,156万円 16億7,319万円

土地取得事業 70万円 18万円 0円

後期高齢者医療事業 6億7,146万円 2億2,138万円 2億1,848万円

水道事業会計 収入予算額 収入済額 支出予算額 支出済額

（収益的収支） 9億9,923万円 3億8,648万円 10億3,388万円 1億6,136万円

（資本的収支） 4億9,521万円 847万円 8億3,778万円 1億6,536万円

下水道事業会計
（収益的収支） 24億3,878万円 10億8,030万円 23億4,163万円 3億7,650万円

（資本的収支） 11億3,310万円 1億  159万円 19億2,097万円 9億8,826万円

特別会計特別会計

公営企業会計公営企業会計

※各項目で表示している数値については、単位未満を四捨五入しています。
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一般会計一般会計 の執行状況

地方交付税

市債

市税

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

〈歳入〉 〈用語の解説〉

63億5,027万円／95億4,641万円　

0円／50億720万円

25億6,590万円／41億9,212万円

8億820万円／32億5,327万円

1億557万円／18億5,852万円

0円／14億5,081万円

5,010万円／3億3,553万円

19億8,465万円／33億8,283万円

国に納められた税金の一部が、地方公共団体の
財政状況に応じて配分されたものです。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れ
たお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金で
す。

特定の事業実施のために、国から交付されたお
金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付され
たお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金で
す。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じ
て配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれ
ます。

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

〈歳出〉
25億8,857万円／71億1,913万円

17億3,938万円／57億8,942万円

13億7,157万円／40億4,367万円

13億5,801万円／29億4,250万円

11億6,970万円／29億1,978万円

8億8,697万円／26億7,142万円

4億776万円／15億8,063万円

4億9,083万円／11億5,022万円

1億1,034万円／4億5,399万円

1億3,910万円／3億5,593万円

障がい者、高齢者、子育て世帯等に対する福祉
や生活保護に係る費用です。

地域振興や市有施設等の管理運営などにかかる
費用です。

幼稚園や学校の運営、文化施設や生涯学習・社
会体育施設の運営・整備にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用
です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整
備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

企業の支援や企業誘致、観光振興にかかる費用
です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

収入済額 予算額

支出済額 予算額

市民１人あたりが
負担する税金（市税）
※市税予算額÷人口

14万円
市民１人あたりに
使われる市のお金
※一般会計予算額÷人口

99万円

人口 29,224人　※令和7年9月30日現在
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▲写真提供：西田ふれあいサロン

この冬も 寒さに負けない 身体づくりを

　気温が下がる冬は、体温を逃がさないよう血管
が収縮し、血圧が上がりやすくなるため、脳卒中
や心臓病で倒れる危険性が高まります。また、寒
くて動かないと筋力も低下し、ちょっとしたとこ
ろで転んでしまう危険性があります。
　今号では、明治国際医療大学客員教授　池本健
康運動指導士に冬場の過ごし方についてお聞きし
ました♪

●
池
本
健
康
運
動
指
導
士
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Q
血
圧
が
高
く
な
り
や
す
い
こ
の
時

期
の
運
動
で
特
に
気
を
つ
け
る
時

間
帯
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
？

池
本　
早
朝
の
運
動
は
あ
ま
り
オ
ス
ス

メ
し
ま
せ
ん
。
気
温
が
上
が
る
昼
か
ら

の
食
後
が
理
想
的
な
時
間
で
す
。

Q
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
筋
ト

レ
は
不
要
？

池
本　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
ト
レ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
の
向
上

や
体
脂
肪
の
効
率
的
な
燃
焼
、
健
康
維

持
に
役
立
ち
ま
す
。

Q
地
域
の
集
い
で
で
き
る
運
動
は
？

池
本　
ラ
ジ
オ
体
操
も
今
年
1
0
0
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ラ
ジ
オ
体
操

を
み
ん
な
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
歌
を

歌
う
の
も
よ
い
で
す
ね
。
口
元
の
運
動

は
脳
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

南
丹
市
は
サ
ロ
ン
や
元
気
ア
ッ
プ
体

操
教
室
な
ど
の
地
域
活
動
が
盛
ん
で
す
。

11
月
に
日
置
地
区
で
開
催
さ
れ
た
集
落

支
援
事
業
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。（
左
の
写
真
は
セ
ミ

ナ
ー
の
様
子
）

　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
の
取
り
組
み

は
医
療
費
抑
制
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
い
つ
ま
で
も
色
々
な

こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

Q
自
宅
で
気
を
つ
け
た
い
習
慣
は
？

池
本　
座
っ
て
い
る
時
間
を
短
く
し
て

動
い
て
い
る
時
間
を
増
や
す
よ
う
意
識

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Q
先
生
の
若
さ
の
秘
訣
は
？

池
本　
毎
日
身
体
を
あ
ち
こ
ち
動
か
す

こ
と
と
、
た
っ
ぷ
り
寝
る
こ
と
で
す
。

『
継
続
は
力
な
り
』ぜ
ひ
、
週
２
回
～
３

回
で
よ
い
の
で
運
動
を
し
て
脳
を
喜
ば

せ
て
健
幸
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

池本敬博
健康運動指導士
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●
家
庭
血
圧
で
健
康
管
理
を
！

　

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
血
圧
が
ど
れ

く
ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
。
左
の
表
の

と
お
り
病
院
で
は140/90m

m
H

g

以

上
、
家
庭
測
定
で
は135/85m

m
H

g

が
一
般
的
に『
高
血
圧
』の
診
断
基
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
南
丹
市
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
塩
分
摂
取
量
が
多
く
、
高
血

圧
疾
患
も
府
平
均
よ
り
多
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
各
健
幸
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
血
圧
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
計
測
し
て
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

『健幸なまちづくりのための受動喫煙防止条例』を令和7年4月1日から施行しています。
オールなんたんで、受動喫煙を防ぎ、だれもが安心して暮らせる健幸なまちづくりを実現していきます。

～吸う人、吸わない人の権利を尊重し、マナーから『ルール』へと取り組みましょう～

VOL.2

条例のポイント
★�受動喫煙防止を市民や事業者、行政それぞれ

の立場で進めて行くための基本的な考えと方
向性を示す条例です。

★�基本理念を定める条例であり、罰則規定はあ
りません。皆さんの理解と協力を得ながら、
ルールを広げていくことを重要としていま
す。

■問い合わせ　健幸まちづくり課　℡（０７７１）６８─００１６

健幸なまちづくりのための
受動喫煙防止条例 詳細はコチラ →

園部駅・二本松学園前で
チラシやティッシュを配
り、啓発をしました

受動喫煙防止を推進し、南丹市の健幸なまちづく
りのための取り組みに協力してくださるお店や施
設を募集しています！

これまで 『けむりのないまちづくり事業』として、
申請のあった事業所にステッカーを交付し、受動
喫煙防止対策を行ってきたところですが、条例制
定を機に『健幸なまちづくりのための受動喫煙防
止事業』に名称変更しました。これに伴い「禁煙ス
テッカー」のデザインもリニューアルしました！

１．�必要事項を記入のうえ、申請書を健幸まちづ
くり課（中央庁舎２階）に提出してください。

２．�施設・お店が要件を満たす場合、受動喫煙防
止推進店(施設)ステッカーを交付し
ます。

▲受動喫煙防止推進店・施設 ▲建物内禁煙施設 ▲敷地内禁煙施設

ステッカー交付までの流れ

ステッカー交付要件・申請書はコチラ→
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　10月20日、八木市民センターで「南丹防犯
モデル地区指定書交付式」を開催しました。
　南丹市と南丹警察署は、防犯意識の向上
と地域防犯活動の強化を目的に、市内初の
防犯モデル地区として八木町南地区を指定。
地区内には、防犯カメラの設置を計画して
おり、啓発看板などの物品を贈呈しました。
住民の皆さんには可能な範囲で防犯活動へ
の協力をお願いしてまいります。
　今後、このモデル地区での取り組みを通
じて地域防犯力を高め、市内全体への波及
効果が期待されます。

　10月24日、アスエルそのべで「南丹市戦
没者追悼式」を開催しました。
　市民とともに、先の大戦で尊い命を犠牲
にされた戦没者に追悼の意を表し、遺族の
皆さまへ感謝を伝えました。
　式では黙祷、追悼の辞、参加者による献
花等が行われ、静粛な時間が流れました。
　式後の「平和のつどい」では、市長から遺
族会へメッセージを届け、戦争と平和に関
するDVDを鑑賞しました。
　参加者は平和の尊さを改めて考
え、平和で活力あるまちの発展を
願う有意義な一日となりました。

戦
没
者
に
祈
り
を
捧
ぐ

南
丹
市
戦
没
者
追
悼
式

▲献花をする遺族の方々

　11月16日、「第16回クアスポ祭
り～南丹市文化観光大使 道端カレ
ンさんと一緒に健康ウォーク～」を
開催しました。
　出発前には南丹警察署から交通
安全指導を受け、参加者はルール
を再確認して元気にウォーキング
へ出発しました。
　安楽寺や青戸大辻神社を巡る
コースでは、地域の自然や文化財
にふれながら、ゆったりと景色を
楽しむ姿が見られました。
　特別ゲストとして参加した道端
カレンさんは、参加者と気さくに
言葉を交わしながら歩き、会場全
体を明るく盛り上げてくださいま
した。
　歩くことで地域の魅力を再発見
し、心も体もリフレッシュできる、
充実した一日となりました。

第
16
回
ク
ア
ス
ポ
祭
り 

～
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
ウ
ォ
ー
ク
～

秋
風
感
じ
る
健
康
ウ
ォ
ー
ク

▲景色を楽しみながらウォーキングされている参加者

▲地域防犯の第一歩が踏み出されました

南
丹
防
犯
モ
デ
ル
地
区
指
定
書
交
付
式

八
木
町
南
地
区 

防
犯
モ
デ
ル
に

▲安楽寺で撮影した集合写真
市長から遺族会
へのメッセージ
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第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

農
芸
高
校
が
全
国
の
舞
台
で
快
挙

▲右から大槻代表取締役社長、西村市長

　10月31日、企業版ふるさと納税制
度を活用し、消防ポンプや消火設備等
の防災機器の製造・販売・施工・保守
を手がける大槻ポンプ工業株式会社様
から1,000,000円のご寄附をいただ
き、感謝状贈呈式を開催しました。
　ご寄附は南丹市の避難所生活環境改
善事業に活用され、災害時でも市民が
清潔で安心して過ごせる環境づくりに
役立てられます。
　市では、安心・安全な生活環境を守
る取り組みをさらに進めてまいりま
す。温かいご支援に心より感謝申し上
げます。

避
難
所
環
境
改
善
に
温
か
い
支
援

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式

　10月25・26日 に 北 海 道 で 開 催 さ
れた「第16回全日本ホルスタイン共進
会」に、府代表として農芸高校が出場
しました。
　「乳用牛のオリンピック」とも称され
る本大会で、全国の酪農家と競う中、
優等賞４席を受賞（全国４位）。また全
国の農業高校として初の多回出品者表
彰を受けるとともに、新設された「ハ
イスクール・デイリー・グランプリ」
で初代学校グランドチャンピオンに輝
くなど、生徒たちの挑戦心と技術力が
結集した、記念すべき快挙となりまし
た。

▲右から浅田会長、西村市長

　10月30日、南丹市農業委員会より、
市長へ「農地等利用最適化推進施策の
改善に関する意見書」が提出されまし
た。
　意見書では、過疎化や高齢化による
労働力不足、鳥獣被害の増加による耕
作意欲低下など、農地維持の厳しい現
状が報告されました。
　また、生産資材高騰対策や新規就農
者支援など具体的な改善策も盛り込ま
れており、今後、農地の効果的な利活
用を進めるため、市と農業委員会が連
携して地域農業の活性化に取り組む重
要な一歩となりました。

農
業
課
題
の
解
決
に
向
け
て

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
提
出

▲受賞した乳用牛と農芸高校の生徒

▲花を受け取られる内藤マーシーさん

　11月12日、市長室にて南丹市文化
観光大使の内藤マーシーさんが市長に
表敬訪問されました。
　内藤さんは約4年半にわたり週刊少
年マガジンで連載された人気作品「甘
神さんちの縁結び」が完結したことを
報告。市長は作品の完結を祝うととも
に、長年にわたる創作活動への感謝を
伝えました。
　内藤さんの活動は市の文化振興や観
光PRにも大きく寄与しており、市民に
とっても励みとなりました。

『
甘
神
さ
ん
ち
』完
結
を
祝
う

南
丹
市
文
化
観
光
大
使　
内
藤
マ
ー
シ
ー
さ
ん
来
庁
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て
い
ま
す
。

　

残
り
の
任
期
も
１
年
を
切
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
移
住
者
と
地
域
の
双
方
に

よ
り
良
い
縁
が
結
べ
る
よ
う
、
南
丹
市

の
Ｐ
Ｒ
や
移
住
支
援
に
引
き
続
き
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
矢
野
で
す
。

　

南
丹
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
テ
ー
マ
の
一
つ
に「
定
住
促
進
と
移
住

支
援
」が
あ
り
ま
す
。
私
が
運
営
中
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト「
い
い
ね
！
な
ん
た
ん
」も

こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

10
月
に
は
大
阪
と
東
京
で
開
催
さ
れ

た
移
住
相
談
会
の
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

大
阪
で
は
４
名
の
移
住
希
望
者
の
相

談
を
受
け
、
内
３
名
が
相
談
後
に
南
丹

市
を
実
際
に
訪
れ
、
地
域
の
方
と
話
す

機
会
を
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
13
名
の
参
加
者
に
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
南
丹
市
の
魅
力

を
伝
え
ま
し
た
。

　

南
丹
市
は
、
京
都
府
内
で
移
住
者
が

多
い
自
治
体
で
す
。
要
因
と
し
て
地
域

の
方
々
の「
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
環
境

づ
く
り
」が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
に
地
域
の
歴
史
や
実
情
を

知
っ
て
い
た
だ
く「
集
落
の
教
科
書
」の

作
成
や
、
11
月
は
地
域
団
体
主
催
の「
移

住
相
談
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
、
移
住
促
進
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
の
考
え
も
あ
り
、
直
ち
に
成

果
に
結
び
つ
か
な
い
息
の
長
い
活
動
で

す
が
、
日
々
の
努
力
が
重
要
だ
と
考
え

−42−

〇
本
邦
外
出
身
者
と
は

　

日
本
国
外
の
国
や
地
域
の
出
身
者
ま

た
は
そ
の
子
孫
で
日
本
に
合
法
的
に
居

住
し
て
い
る
人
々
の
こ
と
で
、
そ
の
多

く
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
国
籍

を
失
っ
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
及
び
そ

の
子
孫
で
す
。

〇�

本
邦
外
出
身
者
に「
自
分
の
国
に
帰

れ
」と
言
う
こ
と
は

　

前
述
分
類
③
の
排
除
型
の
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
該
当
し
ま
す
。
裁
判
例
で
は

「
地
域
社
会
か
ら
排
徐
さ
れ
、
尊
厳
を
害

さ
れ
る
こ
と
な
く
平
穏
に
生
活
す
る
権

利
の
侵
害
に
あ
た
る
」と
さ
れ
て
い
ま

す
。

〇
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す
に
は

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
背
景
に
は
、
歴

史
的
な
経
緯
に
よ
る
偏
見
や
差
別
の
存

在
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
共
に
生
き
る
対
等
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
 （

人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第76回――第76回―

　
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
解
消
法
が
施
行
さ
れ
て
９
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
街
頭
で
の
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
的
言
動

は
今
な
お
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

〇
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は

　
「
差
別
扇
動
表
現
」な
ど
と
訳
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
①
そ
の
人
々
の
生
命
、
身

体
、
自
由
、
名
誉
ま
た
は
財
産
に
危
害

を
告
知
す
る
言
動（
害
悪
告
知
型
）②
本

邦
外
出
身
者
を
著
し
く
侮
蔑
す
る
言
動

（
侮
辱
型
）③
そ
の
人
を
地
域
社
会
か
ら

排
除
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
言
動（
排
除

型
）の
３
種
類
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
施
行
９
年

問
い
合
わ
せ
先
：
矢
野
隊
員

メ
ー
ル
：yano@good-nantan.online

▲東京開催の移住相談会の様子（10/26）
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

願
い
し
ま
す
。

※
出
席
予
定
の
場
合
は
、
で
き
る

限
り
、
報
告
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。（
入
力
な
し
で
も

出
席
は
可
能
で
す
。）

〈
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を
〉

　
年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀

な
ど
、
何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機

会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政

治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有

権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物

を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

員
候
補
者
略
歴
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
南
丹
市
役
所
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課
へ
メ
ー
ル
に
て
送

付
、
郵
送
ま
た
は
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
略
歴
書
の
入
手
方
法
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
選
考
方
法
　
２
月
上
旬
に
面
接

を
実
施
し
、合
否
を
決
定
し
ま
す
。

先
行
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

sports@
city.nantan.lg.jp

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

〈
市
長
選
挙・市
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
候
補
者
等
説
明
会
に
つ
い
て
〉

　
南
丹
市
長
選
挙
お
よ
び
南
丹
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
16
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館　
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

※
１
陣
営
３
人
ま
で
の
出
席
で
お

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
公

募
し
ま
す

●
応
募
資
格

・
南
丹
市
に
住
所
を
有
す
る
者

・
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
が
20
歳
以
上
の
者

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
実
践
経

験
ま
た
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関

心
、
見
識
の
あ
る
者

・
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
規

則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
職
務
を

遂
行
で
き
る
者

・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
に
出
席
で
き
る
者

●
任
期
　
令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

●
公
募
人
数
　
３
名
程
度

●
報
酬
　
南
丹
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
支

給●
応
募
方
法
　
１
月
30
日（
金
）ま

で
に「
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

南
丹
市
社
会
教
育
委
員
を

公
募
し
ま
す

　
広
く
市
民
の
皆
様
の
声
を
社
会

教
育
の
振
興
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
社
会
教
育
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

●
応
募
資
格

・
南
丹
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

方
で
20
歳
以
上
の
方

・
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
に
つ
い

て
関
心
が
あ
る
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
、
公
務
員
で
な
い
方

●
任
期
　
令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

●
公
募
人
数
　
１
名（
公
募
以
外

の
委
員
も
含
め
た
委
員
定
数
は
12

名
）

●
報
酬
　
社
会
教
育
委
員
会
議
や

関
連
会
議
、
各
種
研
修
に
出
席
さ

れ
た
時
に
は
、
規
定
の
報
酬
額
を

お
支
払
い
し
ま
す
。（
会
議
は
年

３
回
程
度
で
平
日
昼
間
に
開
催
）

●
応
募
方
法
　
１
月
６
日（
火
）

～
２
月
20
日（
金
）に
、
応
募
申
込

書
等
必
要
書
類
を
持
参
・
郵
送
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
市
内
社
会
教
育
施
設
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
す
。

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

報告フォームくわしくは
こちら
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あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め

「
本
人
通
知
制
度
」へ
の
登
録
を

　
「
本
人
通
知
制
度
」は
、
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
以
外
の

第
三
者
や
代
理
人
に
交
付
し
た
場

合
、
事
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
対
し
て
、
交
付
し
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
が
登
録
す
る
こ

と
で
、
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や

抑
止
効
果
と
な
り
、
個
人
の
権
利

侵
害
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
南
丹
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
本

籍
が
あ
る
方
で
、
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
総
務
課
に
登
録
申
請
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
５

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
事
業
主
の
方
は
給
与
支
払
報
告

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
〉

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
支
払
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
年
中
に
給
与
の

支
払
い
を
し
た
す
べ
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書

（
総
括
表
お
よ
び
個
人
別
明
細
書
）

を
作
成
し
、
必
ず
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
２
月
２
日（
月
）

●
提
出
先
　
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
住
所
地
の
市
町
村（
退
職
者

に
つ
い
て
は
、
退
職
日
現
在
の
住

所
地
）

●
提
出
物
　
①
総
括
表（
１
事
業

所
に
つ
き
１
枚
）②
個
人
別
明
細

書（
１
人
に
つ
き
１
枚（
副
本
は
不

要
））

③
普
通
徴
収
切
替
理
由
書（
対
象

者
が
あ
る
場
合
）

〈
令
和
７
年
分
市
府
民
税
申
告
関

係
書
類
発
送
と
申
告
の
ご
案
内
〉

　
令
和
７
年
度
の
市
府
民
税
申
告

を
さ
れ
た
方
へ
、
１
月
中
旬
に
令

和
８
年
度
市
府
民
税
申
告
書
と
申

告
の
手
引
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告【
白

色
】（
農
業
所
得
）を
さ
れ
た
方
へ
、

農
業
所
得
収
支
計
算
の
手
引
き
を

郵
送
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
郵
送
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
市
府
民
税
申
告
関
係
書
類
に
つ

い
て
は
、
市
役
所（
支
所
）税
務
課

窓
口
で
も
配
架
す
る
ほ
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
令
和
８
年
度
も
市
府
民
税
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
申
告
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
郵
送
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

所
得
判
定
が
必
要
な
各
種
制
度
の

判
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

告
後
、
証
明
書
発
行
に
は
１
カ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

　
３
月
16
日（
月
）ま
で
に
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
高
齢

者
を
対
象
に
、
入
院
・
通
院
な
ど

に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額

の
一
部
を
南
丹
市
が
助
成
す
る
制

度
で
す
。

●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
の
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
原
則
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方（
審
査

に
は
世
帯
全
員
の
所
得
の
確
認
が

必
要
で
す
。
収
入
が
な
い
方
は
、

市
税
務
課
で
市
府
民
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

●
受
給
者
証
交
付
申
請
に
必
要
な

も
の
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
資
格
確
認
書
・
印
鑑

●
申
請
場
所
　
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
窓
口（
審
査
の
上
、
後

日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

●
一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証

窓
口
支
払
い
時
に
限
度
額
を
適
用

で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
市
役
所

窓
口
で
別
途
申
請
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の
お
知
ら
せ

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦
没

者
遺
族
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
援
護
の
相
談
に
応
じ
、
助

言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
員
　
長
野　
建
一
さ
ん

（
美
山
町
河
内
谷
段
上
６
番
地
）

●
連
絡
先
　

０
９
０
－
２
７
０
７
－
６
４
３
７

●
業
務
内
容
　

・
戦
没
者
遺
族
に
係
る
各
種
年

金
、
給
付
金
に
関
す
る
相
談

・
戦
没
者
遺
族
の
生
活
上
の
問
題

に
関
す
る
相
談

・
戦
没
者
遺
族
が
利
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に

関
す
る
相
談

●
任
期
　
令
和
９
年
９
月
30
日
ま

で問
福
祉
相
談
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

くわしくは
こちら
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※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。

人
材
募
集

南
丹
市
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

　

令
和
７
年
度（
令
和
８
年
度
採

用
）の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

●
受
付
期
限
　
１
月
９
日（
金
）

午
後
４
時
30
分
ま
で

●
試
験
日
　
専
門
職（
看
護
師
）

第
１
次
試
験　
１
月
中
旬（
予
定
）

●
要
項
配
布
場
所
　
市
役
所
１
号

庁
舎
３
階　
人
事
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
要

綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
８

　
な
お
、
ど
ち
ら
の
制
度
も
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
２
月
２
日（
月
）納
期
限
〉

・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
分　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７

期
分

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
８
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
１
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
12
月
分　

・
一
時
保
育
料
12
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
１
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
12
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
１
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
１
月
分

問
都
市
計
画
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
１
月
分

問
学
校
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
１

月
分　
　

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

●
日
時
　
１
月
28
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分　

●
場
所
　
京
都
府
園
部
総
合
庁
舎

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

老
後
の
年
金
を
増
や
す
た
め
の
制

度
に
つ
い
て

〈
付
加
保
険
料
制
度
〉

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に
加

え
て
付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０

円
）を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

年
金
を
２
年
以
上
受
け
取
る

と
、
支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
任
意
加
入
制
度
〉

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
丹
市
消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
年
末
警
戒
の
お
知
ら
せ
〉

　
火
災
予
防
と
犯
罪
防
止
を
目
的

に
年
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　
年
末
警
戒
期
間
中
、
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
火
災
と
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

●
警
戒
期
間
　
12
月
28
日
及
び
29

日
の
午
後
８
時
～

●
吹
鳴
時
間
　
期
間
中
の
原
則
午

後
９
時

●
範
囲
　
市
内
全
域

●
信
号
符
　
１
分
間
長
符
一
声

〈
南
丹
市
消
防
団
出
初
式
車
両
パ

レ
ー
ド
〉

　
南
丹
市
消
防
団
出
初
式
の
実
施

に
併
せ
て
、
消
防
車
両
等
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
20
分
～
10
時
45
分
頃

●
場
所
　
園
部
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

園
部
公
園
駐
車
場
～
宮
町
交
差
点

の
間（
園
部
高
校
角
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
前
小
桜
町
交
差
点
～
宮
町
交
差

点
の
間
を
片
側
通
行
止
め
に
し
て

実
施
し
ま
す
）

●
出
動
車
両
　
消
防
車
両
等
41
台

問
危
機
管
理
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
１

くわしくは
南丹市HP



18広報なんたん12月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

1月14日、28日（いず
れも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 1月20日（火） 13：30～16：00 市役所日吉支所

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

司法書士による相談
1月21日（水）
※1月14日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 1月27日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

1月17日（土）
13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課
TEL0771-68-0007

1月23日（金） 京都太陽の園
1月26日（月） そよかぜ八木
1月27日（火） そよかぜ日吉

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

1月15日（木）
13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

1月22日（木） 亀岡商工会議所
1月29日（木） 園部納税協会

多重債務無料法律
相談（要予約）

1月27日（火）
※1月26日（月）午後
4時までに予約

17：00～18：30 園部文化会館
会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課内）
TEL0771-68-0100

看護職・看護補助
者無料職業相談所 1月7日（水） 9：30～12：00 ハローワーク園部

京都府ナースセンタ
ー
TEL075-222-0316

行
政
・
法
律

行政相談 1月13日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

南丹市無料法律相
談会（要予約）

1月27日（火）
13：00～16：00

市役所美山支所
１階小会議室 総務課

TEL0771-68-00022月4日（水） 園部文化会館
３階会議室

行政書士
無料相談会 1月14日（水） 13：30～16：00 八木市民センター

３階研修室

京都府行政書士会
第3支部
TEL075-692-2500
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子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
サ
ポ

ま
か
せ
て
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援

助
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）

と
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）が
相
互
援
助

を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

　
保
育
所
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て

の
援
助
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま

す
。「
ま
か
せ
て
会
員
」へ
の
登
録

に
は
、
安
全
な
活
動
の
た
め
の
講

習
受
講
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に「
ま
か
せ
て
会
員
」の
方

で
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
と

し
て
受
講
可
能
で
す
。

●
講
習
会

・
１
月
14
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

・
１
月
19
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

・
１
月
29
日（
木
）

午
前
９
時
～
正
午

講習会の詳細は
こちら

●
申
込
方
法
　
１
月
９
日（
金
）ま

で
に
予
約
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
利
用
料
無
料
の
託
児

あ
り
。ご
希
望
の
方
は
、申
し
込
み

の
際
に
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
別
途
ご
連
絡
し
ま

す
。

問
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

１
月
事
業
の
お
知
ら
せ

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

●
日
時
　
１
月
９
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
０
歳

～
）〉

●
日
時
　
１
月
16
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
お
話
会
〉

●
日
時
　
１
月
23
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
休
日
開
放
〉

　
休
日
や
雨
の
日
の
親
子
の
居
場

所
と
し
て
日
曜
日
に
開
放
し
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
25
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

正
午
～
午
後
１
時
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
臨
時
休
館
日
〉

１
月
26
日（
月
）は
終
日
、
振
替
の

休
館
と
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
」（
１
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、同
場
所
で
、み

ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ

ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま
す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

休日開放
申込フォーム

予約フォーム
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〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
１
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　

1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

他
に
も
、〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉〈
産
後
ほ
っ

こ
り
の
日
〉と
、
妊
娠
中
か
ら
産

後
１
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
対
象
の

講
座
等
が
あ
り
ま
す
。

　
講
座
の
詳
し
い
内
容
・
日
程
は

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

凸
凹
さ
ん
育
児
保
護
者
サ
ー
ク
ル

p
o
n
o
（
ポ
ノ
）

●
対
象
　
発
達
障
害
や
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
が
お
ら

れ
る
方
、
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん

の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
方

〈
気
に
な
る
子
へ
の
関
わ
り
が
ぐ

っ
と
楽
に
な
る
講
座
〉

●
日
時
　
１
月
19
日（
月
）

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
場
所
　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か 

（
動
画
受
講
も
可
能
）

●
料
金
　
一
回
３
，
０
０
０
円

〈
お
気
に
入
り
の
ア
ロ
マ
ク
リ
ー

ム
を
作
ろ
う
〉

●
日
時
　
１
月
13
日（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所
　
亀
岡
市
役
所
地
下　
開

か
れ
た
ア
ト
リ
エ

●
料
金
　
８
０
０
円

問
凸
凹
さ
ん
育
児
保
護
者
サ
ー
ク

ル
p
o
n
o
（
ポ
ノ
）

TEL
０
８
０
－
５
６
３
３
－
３
４
１
６

催
し

会
議
・
面
接
で
輝
く〝
話
す
力
〟

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

今
回
の
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん「
女

性
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、「
発
言
し
た

い
の
に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
」も

ど
か
し
さ
を
解
消
し
、
会
議
や
面

接
の
場
で
自
分
の
意
見
を
明
確
に

安
心
し
て
伝
え
る
力
を
学
び
ま

す
。

●
日
時
　
１
月
16
日（
金
）

午
後
１
時
～
３
時

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館
大
研
修

室●
対
象
　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
女
性

●
定
員
　
30
名
程
度

●
申
込
方
法
　
１
月
15
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

jinken@
city.nantan.

lg.jp
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
「
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会
」主
催

で
月
に
一
回
体
組
成
計
測
定
が
で

き
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
16
日（
金
）・
2
月

20
日（
金
）・
3
月
19
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所
　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
１
階

●
持
ち
物
　
活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

TEL
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

第
35
回
か
る
た
会
参
加
者
募
集

　
競
技
か
る
た
は
畳
の
上
の
格
闘

技
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ち

は
や
ふ
る
」の
世
界
を
皆
さ
ん
も

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
２
月
１
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館　

２
階 

和
室

●
対
象
　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

●
内
容
　
３
人
１
組
で
対
戦
す
る

「
源
平
戦
」と
、
数
人
で
か
る
た
を

取
り
合
う「
チ
ラ
シ
」の
二
つ
の
部

門●
定
員
　
先
着
25
名

●
申
込
方
法
　
１
月
14
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
園
部
町
文
化
協
会
事
務
局

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
４
０

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp南
丹
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

〈
社
会
人
向
け
英
会
話
講
座
〉

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

毎
週
水
曜
日（
１
月
14
日
～
３
月

25
日
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

国
際
交
流
会
館
２
階

・
初
級（
一
部
中
級
レ
ベ
ル
の
内

容
も
扱
い
ま
す
）

毎
週
金
曜
日（
１
月
９
日
～
３
月

13
日
）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

●
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方

●
料
金
　
８
，
０
０
０
円（
全
10

回
分
初
回
徴
収
）

●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

〈
小
学
生
向
け
英
会
話
講
座
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日（
１
月
15

日
～
３
月
19
日
）　　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

●
会
場
　
国
際
交
流
会
館
２
階

申込はこちら申込はこちら

くわしくは
南丹市HP

Instagram LINE

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

※
送
迎
は
保
護
者
様
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

●
対
象
　
小
学
２
年
生
、
３
年
生

●
持
ち
物
　
色
鉛
筆

●
料
金
　
３
，
０
０
０
円（
全
10

回
分
初
回
徴
収
）

●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

〈
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
〉

●
日
時

①
１
月
11
日
～
３
月
22
日

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
30

分②
１
月
15
日
～
３
月
26
日

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８

時●
場
所　
国
際
交
流
会
館

●
対
象
　
市
内
に
住
む
、働
く
、勉

強
し
て
い
る
外
国
籍
の
方

〈
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
〉

　

事
前
に
協
会
の
連
絡
の
う
え
、

い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

〈
外
国
人
の
た
め
の
交
通
・
防
犯

教
室
〉

●
日
時

１
月
18
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
国
際
交
流
会
館

●
対
象
　
市
内
に
住
む
外
国
籍
の

方
、
そ
の
家
族
、
関
係
企
業
の
方

●
内
容
　
南
丹
警
察
署
か
ら
講
義

を
受
け
ま
す
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

（
火
～
金　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
）

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
１

info＠
nantania.jp

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

〈
新
春
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
ご
案
内
〉

●
日
時
　

1
月
14
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
参
加
料
　
２
，
６
０
０
円

●
持
ち
物
　
花
ば
さ
み
持
参

●
内
容
　
春
ら
し
く
可
愛
い
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

〈
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
水
引
で

彩
る
甘
い
贈
り
物
〉

●
日
時
　

・
１
月
17
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
３
時

・
１
月
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
内
容
　
水
引
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン

風
の
ポ
プ
リ
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
甘

い
贈
り
物
作
り

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
６
６

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fuanm
100@

kcn.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

〈
年
末
年
始
休
園
日
〉

●
日
時
　
12
月
29
日（
月
）～
１
月

３
日（
土
）

〈
落
ち
葉
で
焼
き
芋
づ
く
り
〉

●
日
時
　
１
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
公
園
内 

中
央
広
場

●
内
容
　
落
ち
葉
を
集
め
て
焼
き

芋
を
つ
く
ろ
う
！
ブ
ロ
ア
ー
吹
き

体
験
、
お
正
月
あ
そ
び
な
ど

●
参
加
費
　
５
０
０
円（
３
歳
未

満
は
無
料
）

●
定
員
　
30
名（
先
着
順
）

●
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
申
込
方
法
　
１
月
16
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
第
16
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
〉

●
日
時
　
２
月
21
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場
所
　
園
内
敷
地
及
び
園
内
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

●
内
容
　
園
内
の
起
伏
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
を
走
ろ
う

・
１・５
ｋ
ｍ（
小
学
生
男
子
・
女

子
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
一
般

男
子
・
女
子
）

・
３
ｋ
ｍ（
中
学
生
男
子
・
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
幼
児
以
上
）

●
参
加
費
　
７
０
０
円（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
２
０
０
円
）

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
幼
児
可
）

●
申
込
方
法
　
１
月
31
日（
土
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　
南
丹
市
八
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
ス
マ

ホ
な
ど
が
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

　

見
学
、
入
会
は
随
時
可
能
で

す
。

問
南
丹
市
八
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ーTEL
０
７
７
１
－
４
２
－
４
６
８
０
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,153人（−47）
　（男：14,224人

（−22）
・女：14,929人

（−25）
）

●世帯数：14,309世帯（−24）
（令和7年12月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
ふ
と
街
を
歩

く
と
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光

や
、
年
末
に
向
け
忙
し
そ
う
に
行

き
交
う
人
の
姿
に
、
12
月
ら
し
い

空
気
を
感
じ
ま
す
。

　
取
材
で
は
、
寒
さ
の
中
で
も
笑

顔
で
活
動
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
姿
に

触
れ
、
地
域
の
力
強
さ
と
あ
た
た

か
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

一
年
の
締
め
く
く
り
に
、
少
し
で

も
心
が
ほ
っ
と
す
る
時
間
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
の

で
、
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
来
年
も
本
紙
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
刊
紹
介

『�

水
は
動
か
ず
芹
の
中
』

著
者
／
中
島
　
京
子

発
行
／
新
潮
社

『�

ど
う
ぶ
つ
す
や
す
や
』

文
・
絵
／
た
し
ろ
　
ち
さ
と

発
行
／
大
日
本
図
書

　
～
も
っ
と
便
利
で
使
い
や
す
く
！
～

　
～
も
っ
と
便
利
で
使
い
や
す
く
！
～

借
り
ら
れ
る「
本
の
冊
数
」「
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
期
間
」が

借
り
ら
れ
る「
本
の
冊
数
」「
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
期
間
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
２
倍
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
２
倍
に
！

　　　　　　　　貸出上限　貸出期間
〇本・雑誌・紙芝居　1010点点　　２週間
〇視聴覚資料　　　　 ２点　　２２週間週間
　（CD・DVD）
☆合計10点まで
　　２週間借りることができます

たっぷり借りて、充実したたっぷり借りて、充実した
読書ライフをお楽しみください！読書ライフをお楽しみください！

その他の便利【新】機能その他の便利【新】機能
図書館ホームページの利用者ポータルに、新し
い機能が増えました。初めての方は、新規パス
ワード登録をすると、使うことができます！

〇�スマホにバーコードを表示させ、利用カード
として使えます
〇�MY本棚⇒�読みたい本、読んだ本などの棚が

作れます（事前に利用規約の承認が
必要）

〇�読書マラソン⇒�事前に目標を入力しておく
と、読んだ本の冊数がグラフ
として表示され、達成度がわ
かります


